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私たちＮＰＯ法人ロシナンテスの名前は、小説「ドン・キホーテ」

に出てくるドン・キホーテが乗る痩せ馬のロシナンテに由来して

います。「私たち一人一人は痩せ馬ロシナンテのように無力か

もしれないが、ロシナンテが集まり、ロシナンテスになれば、

きっと何かできるはずだ！」と考え、「ロシナンテス」と名付

けました。今後もこれを信念として一歩一歩歩んで参りま

す。皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。

ひとりはみんなの為に
みんなはひとりの為に

「目の前の困っている人と共に歩み続けます」
目の前の困っている人に手を差し伸べましょう。自分で立ち上がることのできなかった人も、自分の足で立つことになるでしょう。

そして、共に助け合いながら、歩んでいくことを目指します。手を差し伸べた人も、頑張って自分の足で立つことが出来た人も、

立派なロシナンテです。共に歩んでいく姿がロシナンテスとなります。

「家族の絆と地域の和を大事にします」
スーダンでは、家族が助け合って生活をしています。子供たちは家の中のお手伝いをし、

介護の必要なお年寄りは家族が代わる代わる面倒を見ています。

社会インフラの整っていないスーダンでは、地域の和で助け合っています。

震災直後の東北でも、家族や地域の助け合う姿には、日本の原点を見た気持ちです。

現代の日本が見習うべきところが多くあります。

「世界と日本の子どもたちの明日の笑顔のために活動します」
人々はどうしても近視眼的になりがちですが、次の世代がどうなっているのかを考える必要があります。

震災直後の避難所で生きる励みの一つとなったのが、子どもたちの笑顔でした。

また、別々の国となった南北スーダンの子どもたちの笑顔が、両国の絆となる可能性もあります。

次の世代の子どもたちの笑顔につながるように、今をどう生きるかが、とても大事です。

この三つを活動理念とし、この言葉を常に心に、今後も活動を続けて参ります。

ロシナンテスの哲学

ロシナンテスの理念

「医」を届ける。

「医」を届ける。

ロシナンテス
2015.4-2016.3
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写真／内藤順司





3 4

　巡回診療では、毎月、２週間かけて29の村々を回ってい

ます。医療スタッフは、９名（リーダー、メディカルアシス

タント、検査技師、助産師、栄養士２名、ワクチン接種担当、

医療統計担当、運転手）。全員が１台の車に乗り、医療機材

を詰め込んだトレーラーを牽引して、砂漠を走り抜けてい

ます。活動の中心は、病気にならないようにする予防医療

の推進です。そのため、地域住民への健康教育やワクチン

接種、妊産婦健診、乳幼児健診に取り組んでいます。なかに

はワクチン接種を拒否する住民もいるので、医療スタッフ

が個別に説明をして、理解につなげています。

　医療サービスの提供数は、月に平均して、1,686件。出産数

は55件、妊産婦健診は350件、ワクチン接種は377件、乳幼児

健診は793件となっています。

　また、医療スタッフの専門技術向上をめざして、北海道

大学から助産師を招聘し、技術指導をおこないました。

巡回診療は月に１度しか受けられないために、緊急時には

医療機関まで患者を搬送する必要があります。そのために

必要な地域医療担当者を各村で選定し、緊急時の連絡体制

を準備しました。

北海道大学医学部の藤田先生がスーダンに来てくださいました。現地
スタッフの志気も上がります

巡回診療でのポリオワクチンの接種。若い母親が大事そうに乳児を抱え、
月に１度の診察を待っています

巡回診療車の脇では、乳幼児の身体測定をおこなっています。
順調な成長ぶりに、母親から笑顔がこぼれます

巡回診療

病気にさせない。
それも巡回診療の役目

待っている住民は２万人。
彼らの笑顔が見たくて、
日々、砂漠を奔走しています。
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巡回診療車で砂漠の村々を回り、一般診察や母子

健診、予防接種、栄養指導などをすすめています。

当初から力をいれてきた母子保健活動も継続中です。

またスーダン保健省と協同で病気予防の情報を

伝えるイベントを開催しています。

現地医療スタッフのさらなる技術向上をめ

ざして、助産師などの専門家を日本から招

き、研修を強化していきたいと思います。ま

た、地域住民の協力を得て、緊急時の連絡体

制を構築していく予定です。これにより、住

民の不安を取り除き、住民間の連携も深ま

るのではないかと期待しております。

対象地域／ハルツーム州ワッドアブサーレ区内の29

村、約2万人の住民を対象

医療サービスの提供／1,686、出産数：55、妊産婦健

診:350、ワクチン接種:377、乳幼児健診:793(全て月

平均)

健康教育キャンペーン2回／参加者数227名（アルセ

レリア村）、457名（ワッド・シュウェイン村＋周辺地）

医療スタッフの研修／9名の研修

各村のヘルスボランティア（地域医療担当者）の研修

／参加者27名

日本人専門家（助産師）のスーダン招聘／スーダン人

村落助産師40名への指導

巡回診療車の整備（トレーラーの設置）

巡回診療とは

今後の展望

写真／内藤順司

Sudan
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青ナイル①アルセレリア村 …………人口5,000人（周辺含む）
②アルハムダ村……………人口5,000人（周辺含む）
③ワッド・シュウェイン村  …人口2,000人（周辺含む）
　　　この3つの村で、診療所建設を予定しています。

①

②

③

29の無医村が点在し、それ
ぞれに約20,000人の住民
が生活しています。最も遠いと
ころで100㎞も離れています。

現在、この地区の巡回診
療は、月に１回、2週間泊
まりがけで巡回しています。

　「土とレンガの診療所プロジェクト」基金に集まった総額

は、2016年３月末で、14,270,405円。多くのみなさまに、多大

なご協力をいただきました。今回建設したアルセレリア村

診療所の総工費は、10,000,000円。2016年３月15日に完成

し、スーダン保健省への引き渡しを終えています。引き続

き、アルハムダ村、ワッド・シュウェイン村の診療所建設に

向けて、動きはじめる予定です。

　スーダンのレンガは、土にナイル川の水を混ぜ、牛の糞を

少し加えてつくります。牛の糞には草が入っていて、つなぎ

にするにはちょうどいいのだそうです。これを型に入れて

日に干し、火をとおしてレンガにします。できあがったレン

ガは、一つ一つ手で積み上げられ、建物を形づくっていくの

です。

　診療所の建設にあたって、設計は地元の方にお願いしま

した。風の向きを考えて、この風土にあった設計がおこなわ

れました。医療機器や診療所の備品は、日本の医療機器を販

売しているスーダンの業者、「ナシフ」が寄付してください

ました。診療所の周囲には、アルセレリア村の住民から寄贈

された樹々が植えられ、彩りを添えています。スーダンと日

本。２つの国の人々によって、アルセレリア村の住民が切望

した診療所は完成しました。ここで、スーダンの人々による

スーダンの人々のための診療が、はじまります。

スーダン人による

スーダン人のための診療所。

それが、アルセレリア村診療所です。

　巡回診療をおこなっているワッドアブサーレ区の面積

は、東京都とほぼ同じ。ここに29の無医村が点在し、約２万

人の住民が生活をしています。医療スタッフたちは、２週間

をかけて砂漠つづきのこの地域を回り、活動しているので

す。灼熱の大地での移動は、過酷を極めます。その一方で、村

人から見れば、診療を受けられるチャンスは月に１度。その

ため、地元住民からは、「いつでも医療が受けられる診療所

が欲しい」との強い要望がありました。

　それなら、診療所をつくろう。私たちは決意を固め、スー

ダン保健省を交えて話し合いを重ねました。その結果、地理

的な事情と周辺人口を考慮して、アルセレリア村、アルハムダ

村、ワッド・シュウェイン村の３村を建設予定地として

設定。実現のための取り組みをはじめましました。

　この地域にある建築物は、スーダンの土からできるレンガ

でつくられます。もちろん、診療所もレンガでつくるのです。

そこで、この事業名を「土とレンガの診療所プロジェクト」

とし、その資金提供を日本のみなさまにお願いしました。

おかげさまで、第１号となるアルセレリア村の診療所は、

無事に建設することができました。ご協力いただいた日本

のみなさまに、心から感謝申しあげます。

レンガは、製造から積み上げまで、すべて手作業でおこなわれます。土を採
掘してレンガをつくり、積み上げる。地道な作業が続きました

スーダンの大地とナイル川の水は、人間にさまざまな恵みをもたらしてく
れます。建築物は、雄大な自然と人間の知恵の結晶なのです

診療所ができて喜ぶアルセレリア村の人々。みなさまからのご支援が、彼らの夢の実現につながりました

土とレンガの
診療所プロジェクト

いつでも診てもらえる診療所がほしい。
みなさまからのご支援が、住民の願いを叶えました。
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巡回診療区域内の３つの無医村に診療所を建設する計画です。今年度は、最初の診療所（アルセレリア村）の建設をおこないました。

完成したアルセレリア村診療所と巡回診

療の連携を図りながら、力強い活動を押

し進めていきます。さらに２つの村（アル

ハムダ村、ワッド・シュウェイン村）の診

療所建設に向けた資金を集め、2016年度

中の着工をめざしていきます。

土とレンガの診療所プロジェクトとは

今後の展望

土とレンガの診療所プロジェクト基金総額

（2016年3月末まで）：14,270,405円

アルセレリア村診療所
● 総工費：10,000,000円
● 完成：2016年3月15日

  （スーダン保健省への引き渡し）
● 医療機材など：ナシフ（スーダンにある

   日本メーカーの医療機器代理店）から寄贈
● 植樹：アルセレリア村の住民からの寄贈
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被災地交流・研修受入事業／ボランティア受け入れ

被災地から、全国から、
生きる力をありがとう。

　高校生や大学生から、社会でご活躍のみ

なさま、ご年配の方々まで、本当に多くのご

来訪を受けました。時間の経過とともに、被

災地が求めるボランティア内容も、視察の

現場も、変わっていきました。そのニーズに

応えてくれたボランティアのみなさま。被

災者の手を握り涙してくれたみなさま。東

北事業部は役目を終えましたが、お互いの

心に芽生えた友情は消えることがないと信

じております。

　仮設住宅に暮らす高齢者が、農作業をおこ

なうことで心身の健康を守り、コミュニティ

づくりをめざす活動です。農園までの送迎は

私たちが担当。お昼には、みなさんで食卓を

囲み、収穫した野菜を味わいます。

　震災から5年目を迎えた亘理町では、平成

27年4月に２か所の集合型災害公営住宅が完

成。８月には、すべての災害公営住宅が完成

し、住み慣れた仮設住宅からの移転を余儀な

くされました。このころ、移転によるストレ

スや環境変化のせいか、体調を崩される方が

増加。仮設住宅で生まれたコミュニティを失

うのが辛い、という声を耳にしました。そん

なときこそ、「健康農業」の出番です。「いちご

畑では、さまざまな野菜を栽培中。秋にはジャ
ガイモが、こんなにたくさん収穫できました

Tohoku
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畑に来ると、仮設住宅で知り合った友達に

会えて安心する」と話す参加者も多く、こ

こが高齢者の拠り所となりました。11月に

は、町内３か所の災害公営住宅に移転され

た方と、近隣にお住まいの方との交流イベ

ントを開催。あいにくの雨でしたが、約250

人の方が参加して交流を深めました。

　「寺子屋」では、宮城県名取市と亘理町の

仮設住宅や民間借上げ住宅に住む小中学生

を対象に、学習支援をすすめてきました。開

校から５年目となる2015年度には、仮設で

暮らす子どもが減り、自宅を自立再建した

り、災害公営住宅に転居したりした家庭が

増加しました。実施形態も変わり、国から直

接委託を受けていたものが、名取市・亘理町

からの委託となりました。学習形態は変わ

りなく、週５回、仮設住宅集会所で、宿題や

復習を中心に学習しています。閖上では、寺

子屋に通う子どもの数が激減。友だちが減

り、寂しさや不安を抱きながらも、一生懸命

勉強しています。亘理では、新しい家に転居

し、自分の部屋ができたという子どもでも、

「友だちに会えるから」と、継続して通う姿

が見られます。震災で失われたコミュニ

ティを再構築する場として、多くの子ども

たちの支えになったようです。３月末には、

第11回寺子屋こども新年会の様子（名取市箱塚桜
仮設住宅にて）。書き初めを手に、みんな満足そう

学習支援「寺子屋」

求められる限り、
子どもの居場所になる

寺子屋亘理は、寺子屋に通う子どもた

ち全員が仮設住宅を退去したため、ロ

シナンテス東北事業部の閉所ととも

に3月末で終了しました。寺子屋閖上

は、今後は名取市の独自事業として継

続できる予定です。最後の１人が仮設

住宅を退去するまで、寺子屋閖上を継

続していきたいと思っています。

第５期となる寺子屋卒業式をおこない、24

名が巣立ちました。第11回目となる寺子屋

交流会や寺子屋課外授業も継続して実施し

ています。

今後の展望

全国から訪れる被災地の視察・研修者

のコーディネート、およびボランティ

ア希望者の受け入れ

【受け入れ数】
● 個人ボランティア参加者数

　155名／のべ397名　
● 団体視察　4件／のべ66名

【主な活動内容】
● 被災沿岸部の視察や語り部の聴講
● 「健康農業亘理いちご畑」参加者との交流活動
● 「閖上復興だより」の発送作業ボランティア
● ロシナンテス主催イベントのボランティア
● その他、現地で必要とされた作業

　（除草作業やイベントボランティアなど）

主な活動

災害公営住宅に入居する34.6％が

65歳以上の高齢者で、このうち一人

暮らしが３分の１に上るという調査

結果が発表されました。これまで以

上に、高齢者の孤立や引きこもりが

心配されます。５年を区切りに、「健

康農業 亘理いちご畑」の活動は終了

しました。今後は、亘理町内の運営グ

ループへ引き継ぎ、これまでのよう

に元気な高齢者が集うコミュニティ

として継続していただくこととなり

ました。

がれき撤去作業ボランティアにはじま

り、この5年間でたくさんの来訪者やボ

ランティアを受け入れてまいりました。

個人1,144名、団体713名、総勢1,857

名の方々が訪れて、活動に参加し、協力

してくださいました。被災した現地に

とって、ボランティアが果たすのは、単

に「人手」としての役割だけではありま

せん。ボランティア側の人々にとって

も、地域住民との交流が、震災について

の深い学びとなったようです。

今後の展望

健康農業 亘理いちご畑

農作業で、
日常を、仲間を、取り戻す。

●「健康農業 亘理いちご畑」

　毎週月～金(8:30～13:30)　
● 健康相談会(7/4)　
● 地域交流芋煮会(11/14,15, 23）
● 健康相談会(2/6)　 
● 「健康農業忘年会」(12/18) 
● 被災地交流事業「交流会」（5/9,1/7,3/11）　
● その他（お花見会、芋ほり、干し柿作り）

　など実施

【寺子屋通常授業】週5回 17時～21時

「寺子屋 閖上」3ヶ所の仮設住宅集会所にて　

「寺子屋 亘理」1ヶ所の仮設住宅集会所にて

【行事】
● 第10回寺子屋交流会 夏山と青空のプレー

パーク in 花山(7/28-29)
● 第11回寺子屋交流会 寺子屋こども新年会(1/11)
● 第5期 寺子屋卒業式(3月)
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経常収益

経常費用

為替差益（C)

法人税（D)

経常外収益（E)

当期正味財産増減額（A-B+C-D+E)

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

①会費・入会金収入

②事業収益（受託事業収入：JICAほか）

③助成金収入（テルモ生命科学芸術財団ほか）

④寄付金収入

⑤雑収入（物品販売等）

経常収益計（A)

海外活動費

①生活改善事業

　（保健医療事業、水衛生事業）

②交流推進事業

　（人材交流事業）

国内活動費

③救援・復興協力事業（東北）

④広報活動・後方支援活動

⑤事務局

経常費用計（B)

13,895,500 

44,179,776 

1,447,982 

50,181,738 

13,021,656 

122,726,652 

50,680,882 

9,071,643 

29,184,559 

19,302,268 

11,424,793 

119,664,145 

555,749 

81,000 

3,755,606 

7,292,862 

123,251,628 

130,544,490 

　2015年度会計報告を申し上げます。2011
年から始まった東北事業は、今年度で終了し
ましたが、多くの募金、寄付金を頂きました。
改めて御礼を申し上げます。2012年度以降
は、助成金と合わせてほぼ東北事業費が
30,000千円近くで推移しましたが、毎年予算
通りに事業を遂行できました。 
　しかし、スーダン事業を含めた経常費用増
減では、昨年度、一昨年度と二期連続で減額
でした。2014年度までは、スーダンでの事業
を拡大路線で突き進んできて、収益のことを
考えずに、事業費を右肩上がりで増加させて
おり、またスーダンの経済事情の悪化で物価
高の影響もありました。世界銀行が2014年に
発表したインフレ率は36.9％になっていま
した。そのような事情の中、二期連続の赤字
で、皆様方にご心配をお掛け致しました。 
　2015年度は、事業内容を損なわずに収入
増、支出減を心がけてきました。おかげさま
で、2015年度は、経常収益122,726千円、経常
費用は119,664千円で、当期経常増額300万円
弱の増加、為替差益、経常外収益と合わせて
7,292千円の増加となりました。 
　今後も、皆様方から頂いたお気持ちが十二
分に生かされますように、事業計画をしっか
りと立て、事業費、管理費の細部にまで気を
配っていく所存です。どうぞ、よろしくお願
い申し上げます。 （単位：円）

名称

代表者氏名

事務局所在地

設立

スタッフ数

特定非営利活動法人　ロシナンテス

理事長　川原尚行

〒802-0082　福岡県北九州市小倉北区古船場町1-35 

北九州市立商工貿易会館７階　TEL.093-521-6470

2005年10月（NPO法人設立 2006年５月）

12名

・スーダン事業部／8名

・日本事務局／4名

2005
2006

2007
2008

2009
2010
2011

2012
2013

2014

2015

2016

10
5
8

2

1
4
3

6
7
10
1
1
6
6

9
1
12
3

スーダン共和国にNGOロシナンテス立ち上げ
北九州市にNPO法人ロシナンテス設立
スーダン共和国政府に国際NGO登録
スーダン東部ガダーレフ州で巡回診療開始（～2013.6）
ガダーレフ州ハサバッラ村で診療所開設・運営（～2013.6）
女子学校建設プロジェクト始動
（在スーダン日本大使館草の根無償資金援助：2009.6開校）
スポーツ事業開始（日本サッカー協会協力）
母子保健事業開始（JICA草の根技術協力：～2013.3）
東北・被災地巡回診療開始（～2011.4）
東北・被災地がれき撤去作業開始（～2012.4）
東北・学習支援事業「寺子屋」開始（～2016.3）
日本スーダン交流事業「天の川プロジェクト」実施
被災地住民新聞「閖上復興だより」発行サポート（～2014.3）
国税庁長官より認定を受け、認定NPOとなる
東北・健康農業事業開始（～2016.3）
ハルツーム州ワッドアブサーレ区で巡回診療開始
医療機器・サービス国際化推進事業（調査）実施
（経済産業省より受託：～2015.2）
ハルツーム大学に日本スーダン交流館「無東西」開設
北コルドファン州で栄養改善事業開始（国連WFPと連携）
「土とレンガの診療所プロジェクト」開始
一棟目の診療所がワッドアブサーレ区アルセレリア村で竣工

役員一覧

2016年7月現在 ロシナンテス発足からのおもな活動

理事長

副理事長

理事

監事

川原　尚行

竹中　賢治

東　晃一　　　安西　馥　　　内田　賢介　　大嶋　一馬

岡留健一郎　　海原　六郎　　桑野　博行　　柴田　文壽

島田　光生　　鈴木　守　　　高濱　英子　　武冨　紹信

福地　茂雄　　前原　喜彦　　松股　孝　　　武藤　義博

坂井　一郎　　矢永　啓助

（五十音順）

年 月 内　　容

組織概要・収支報告

組 織 概 要

活 動 計 算 書

沿 革

2015年度活動計算書に関して

ロシナンテスは皆様の継続的なご支援を求めています。
ロシナンテスの名前の由来でもある「小さな力（ロシナンテ）」がたくさん集まれば、

大きな何かができる。私たちはそう信じて、歩み続けます。

ロシナンテスへのご寄付は、寄付金控除等の税の優遇措置を受けることができます。

個人で毎月1,000円クレジットカードで寄付した場合、総寄付額は、1,000円×12か月=12,000円ですが、
確定申告で税額控除の適用をうけることで（12,000円－2,000円）×40％＝4,000円が還付されるため、

実質年間ご負担額は、8,000円（＝12,000円－4,000円）となります。

個人からのご寄付の場合 法人からのご寄付の場合
個人所得税の寄付金控除について
個人が各年において支出した認定NPO法人に対
する寄付金で、その寄付額が2,000円を超える場合
には、確定申告の際に所得税の寄付金控除として
「税額控除」または「所得控除」のいずれかが選択
適用できます。
※年間寄付額や所得税率などによって有利な選択が
異なります。詳しくは税務署等にご確認ください。

一般のNPO法人等に寄付した場合の「一般損
金算入限度額」とは別枠の「特別損金算入限
度額」が適用されます。なお、寄付総額が「特
別損金算入限度額」を超える場合には、その
超える部分の金額を「一般損金算入限度額」
に算入することができます。

個人住民税（地方税）の
寄付金控除について
寄付者がお住まいの都道府県ま
たは市区町村が条例で指定した
認定NPO法人等に寄付した場合
に適用されます。
※お住まいの都道府県または市
区町村にご確認ください。

寄付金控除
（所得控除または税額控除）

一般の寄付金に係る損金算入限度額
＋

認定NPO法人等に対する寄付金に
係る損金算入限度額

寄付金額ー2,000円
寄付者《個人》

認定
NPO法人

認定
NPO法人

寄付者《法人》

例えば

※これらを受けるためにはロシナンテス発行の「寄附受領書」が必要です。

（毎月・毎年の定額寄付で長期的な活動ができます）継続的に寄付をする

クレジットカード 1,000円から ロシナンテスのホームページからお手続きください。

銀行口座自動振替 1,000円から 所定の申込用紙を送付させていただきますので
ロシナンテス日本事務局までご連絡ください。

今回のみ寄付をする

クレジットカード 1,000円から ロシナンテスのホームページからお手続きください。

郵便局 郵便局備え付けの払込取扱票をご利用いただくか、
下記の口座へお払い込みください。

口座記号：01720－3　口座番号：74330　店名：一七九
加入者名：NPO法人ロシナンテス

金融機関：三菱東京UFJ銀行　北九州支店
預金種目：普通
口座番号：0069309
口座名義：特定非営利活動法人ロシナンテス

銀行口座振込

恐れ入りますが、払込
手数料をご負担願います

恐れ入りますが、払込
手数料をご負担願います

郵便局もしくは銀行口座へ振り込みされる方で、「寄附受領書（領収書）」をご希望の場合は必要項目を電話、FAXまたは
メールでお知らせください。　必要項目［①振り込み日　②振込者情報（お名前、ご住所）　③振り込み金額］ご 注 意


